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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月28日(2011.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１端子が電源線に電気的に接続され、第２端子が発光素子に電気的に接続されたｎチ
ャネル型トランジスタと、
　第１端子が前記電源線に電気的に接続され、第２端子が前記発光素子に電気的に接続さ
れたｐチャネル型トランジスタと、
　一方の端子がデータ線に電気的に接続され、他方の端子が前記ｎチャネル型トランジス
タ及び前記ｐチャネル型トランジスタのゲートに電気的に接続されたスイッチと、を有す
ることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　第１端子が電源線に電気的に接続され、第２端子が発光素子に電気的に接続されたｎチ
ャネル型トランジスタと、
　第１端子が前記電源線に電気的に接続され、第２端子が前記発光素子に電気的に接続さ
れたｐチャネル型トランジスタと、
　一方の電極が前記ｎチャネル型トランジスタ及び前記ｐチャネル型トランジスタのゲー
トに電気的に接続され、他方の電極が前記電源線に電気的に接続された容量素子と、
　一方の端子がデータ線に電気的に接続され、他方の端子が前記ｎチャネル型トランジス
タ及び前記ｐチャネル型トランジスタのゲートに電気的に接続されたスイッチと、を有す
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ることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　第１端子が第１の電源線に電気的に接続され、第２端子が発光素子に電気的に接続され
たｎチャネル型トランジスタと、
　第１端子が前記第１の電源線に電気的に接続され、第２端子が前記発光素子に電気的に
接続されたｐチャネル型トランジスタと、
　一方の端子がデータ線に電気的に接続され、他方の端子が前記ｎチャネル型トランジス
タ及び前記ｐチャネル型トランジスタのゲートに電気的に接続された第１のスイッチと、
　一方の端子が第２の電源線に電気的に接続され、他方の端子が前記ｎチャネル型トラン
ジスタ及び前記ｐチャネル型トランジスタのゲートに電気的に接続された第２のスイッチ
と、を有することを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　第１端子が第１の電源線に電気的に接続され、第２端子が発光素子に電気的に接続され
たｎチャネル型トランジスタと、
　第１端子が前記第１の電源線に電気的に接続され、第２端子が前記発光素子に電気的に
接続されたｐチャネル型トランジスタと、
　一方の電極が前記ｎチャネル型トランジスタ及び前記ｐチャネル型トランジスタのゲー
トに電気的に接続され、他方の電極が前記第１の電源線に電気的に接続された容量素子と
、
　一方の端子がデータ線に電気的に接続され、他方の端子が前記ｎチャネル型トランジス
タ及び前記ｐチャネル型トランジスタのゲートに電気的に接続された第１のスイッチと、
　一方の端子が第２の電源線に電気的に接続され、他方の端子が前記ｎチャネル型トラン
ジスタ及び前記ｐチャネル型トランジスタのゲートに電気的に接続された第２のスイッチ
と、を有することを特徴とする表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一において、
　前記データ線には、少なくとも第１の電位、第２の電位又は第３の電位が入力され、
　前記第１の電位は、前記ｎチャネル型トランジスタがオンになり、前記ｐチャネル型ト
ランジスタがオフになる電位であり、
　前記第２の電位は、前記ｎチャネル型トランジスタがオフになり、前記ｐチャネル型ト
ランジスタがオンになる電位であり、
　前記第３の電位は、前記ｎチャネル型トランジスタがオフになり、前記ｐチャネル型ト
ランジスタがオフになる電位であることを特徴とする半導体装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一に記載の表示装置を具備することを特徴とする電子機器。
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